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古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
佐
川
正
敏
一
は
じ
め
に
本
稿
執
筆
の
き
っ
か
け
は
一
九
九
八
年
一
一
月
に
宮
城
県
石
巻
市
文
化
セ
ン
タ
I
で
開
催
さ
れ
て
い
た
展
示
「古
代
の
瓦
」
を
見
学
し
た
こ
と
に
よ
る
（阿
波
広
子
編
一
九
九
八
）
。
古
代
陸
奥
国
と
出
羽
国
の
城
柵
・
官
衙
や
寺
院
の
瓦
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
直
接
概
観
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
秋
田
城
跡
（図
一
）
で
従
来
か
ら
知
ら
れ
た
単
弁
一
五
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
（以
下
、
軒
丸
瓦
I
種
と
仮
称
:
図
五
1
3
）
の
ほ
か
に
、
も
う
一
種
類
出
土
し
て
い
た
単
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
（以
下
、
軒
丸
瓦
II
種
と
仮
称
:
図
二
）
も
展
示
さ
れ
て
ぉ
り
、
筆
者
は
そ
れ
を
は
じ
め
て
見
た
。
同
セ
ン
タ
I
の
阿
波
広
子
氏
に
よ
れ
ば
、
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
が
こ
の
軒
丸
瓦
を
展
示
用
に
貸
し
出
す
の
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
、
展
示
を
機
に
こ
の
軒
丸
瓦
の
文
様
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。秋
田
城
の
あ
る
出
羽
国
は
一翻
海
国
使
節
の
着
岸
地
で
も
あ
り
、
文
様
の
ル
ー
ツ
の
候
補
と
し
て
一翻
海
国
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
は
半
分
に
割
れ
て
半
円
形
を
呈
し
て
ぉ
り
、
割
れ
面
を
左
側
に
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
何
気
な
く
そ
の
割
れ
面
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
の
ぞ
き
込
ん
だ
。
す
る
と
そ
の
割
れ
面
は
破
損
し
て
割
れ
た
も
の
と
異
な
り
、
粘
土
の
接
合
面
に
沿
つ
て
剥
離
し
た
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
瞬
間
、
筆
者
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
後
述
す
る
奈
良
時
代
に
平
城
宮
の
瓦
工
房
で
誕
生
し
た
「積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
製
作
技
法
が
古
代
の
出
羽
国
や
陸
奥
国
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
阿
波
氏
に
お
願
い
し
て
軒
丸
瓦
II
種
を
直
接
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
軒
丸
瓦
II
種
は
ま
ち
が
い
な
く
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
に
よ
る
製
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
も
、
こ
れ
は
古
代
日
本
最
北
端
の
分
布
例
で
あ
り
、
近
隣
に
事
例
が
な
く
、
き
わ
め
て
重
大
な
発
見
と
い
え
る
。
こ
の
結
果
と
筆
者
の
初
歩
的
見
解
を
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
の
日
野
久
氏
と
伊
藤
武
士
氏
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
軒
丸
瓦
II
種
は
計
二
点
し
か
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
や
そ
れ
ら
の
出
土
地
点
な
ど
に
つ
い
て
ご
教
示
を
頂
い
た
。
そ
れ
を
具
体
的
に
観
察
し
、
さ
ら
に
軒
丸
瓦
I
種
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
か
の
秋
田
城
跡
出
土
の
丸
瓦
、
平
瓦
全
体
に
お
け
る
軒
丸
瓦
II
種
の
位
置
づ
け
と
年
代
を
知
る
た
め
に
、
一
九
九
九
年
二
月
に
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
へ
赴
き
、
資
料
調
査
な
ら
び
に
日
野
氏
等
と
の
意
見
交
換
を
行
つ
た
。
そ
の
結
果
、
軒
丸
瓦
II
種
の
年
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
fF
丸
瓦
の
研
究
古
代
出
羽
国
秋
国
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
図一 秋国城跡発掘調査位置図と軒丸瓦 II 種の出土地点
代
は
九
世
紀
第
1
四
半
期
に
近
い
時
期
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
平
城
宮
・
京
に
お
け
る
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
行
つ
て
き
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
毛
利
光
俊
彦
氏
と
連
絡
を
取
り
、
本
技
法
が
八
世
紀
第
1
四
半
期
末
に
平
城
宮
で
考
案
さ
れ
、
八
世
紀
末
に
は
衰
退
し
始
め
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
平
川
南
氏
に
よ
れ
ば
、
秋
田
城
は
出
羽
細
が
天
平
五
年
（七
三
三
）
に
移
さ
れ
て
出
羽
国
府
と
な
り
、
延
暦
二
三
年
（八
〇
四
）
に
そ
れ
が
解
除
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
も
国
府
の
出
先
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
（平
川
一
九
八
二
）
。
古
代
日
本
最
北
端
の
中
心
地
に
、
平
城
宮
で
誕
生
し
た
瓦
作
り
の
技
術
が
伝
わ
っ
た
意
義
は
大
き
い
、
と
考
え
る
。
以
下
、
古
代
出
羽
国
お
よ
び
陸
奥
国
で
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
被
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
し
、
そ
の
年
代
や
系
譜
、
さ
ら
に
発
見
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
秋
国
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
1
秋
国
城
の
軒
丸
瓦
II
種
軒
丸
瓦
II
種
は
瓦
当
直
径
が
約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
や
や
小
型
の
単
弁
蓮
華
文
で
あ
る
。
「平
成
三
年
度
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』
第
六
五
図
で
は
単
弁
七
弁
に
復
原
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
外
区
内
縁
珠
文
は
八
個
に
復
原
さ
れ
て
い
る
（秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
ほ
か
一
九
九
二
）
。出
土
し
て
い
る
二
点
の
軒
丸
瓦
II
種
の
拓
本
を
合
成
、
検
討
し
た
結
果
、
単
弁
八
弁
の
復
原
も
十
分
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（図
二
）
。
完
形
品
が
見
つ
か
る
ま
で
は
、
単
弁
八
弁
案
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。
蓮
華
文
は
相
当
簡
略
化
さ
れ
て
ぉ
り
、
小
振
り
:3
で
突
出
す
る
楕
円
形
を
弁
と
（ 1
見
れ
ば
、
や
や
大
き
め
で
突
た
の
で
あ
ろ
う
。
図二 秋田城軒丸 II 種瓦当文様復原
出
す
る
逆
三
角
形
が
間
弁
と
な
ろ
う
。
中
房
は
直
径
が
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
で
、
大
き
く
感
ず
る
が
、
圏
線
で
囲
ま
れ
た
だ
け
で
、
内
部
に
蓮
子
を
置
か
な
い
素
文
で
あ
る
。
外
区
は
一
重
の
圏
線
で
弁
区
と
区
分
さ
れ
る
。
内
縁
に
は
珠
文
を
推
定
八
個
間
隔
を
ぉ
い
て
め
ぐ
ら
し
、
外
縁
は
高
さ
の
な
い
平
縁
で
素
文
で
あ
る
。
瓦
当
側
面
幅
が
約
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
瓦
当
直
径
に
比
べ
て
厚
み
を
も
っ
た
軒
丸
瓦
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
図
四
1
1
・
2
）
。二
点
と
も
色
調
が
黄
褐
色
な
い
し
黄
灰
色
を
呈
し
、
焼
き
質
は
や
や
軟
質
で
あ
る
。
軒
丸
瓦
II
種
は
弁
と
間
弁
の
表
現
が
簡
略
化
さ
れ
、
中
房
に
い
た
っ
て
は
空
間
が
あ
る
だ
け
で
完
全
に
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
。
な
ぉ
、
軒
丸
瓦
II
種
の
出
土
地
点
は
第
四
〇
次
調
査
・
政
庁
正
殿
北
側
土
坑
S
K
六
六
八
（秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
ほ
か
一
九
八
五
）
と
第
五
四
次
調
査
・
外
郭
束
門
南
西
側
城
内
湿
地
S
G
一
〇
三
一
の
第
一
三
・
一
四
層
（秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
ほ
か
一
九
九
二
）
で
あ
る
（
図
一
）
。
な
ぉ
、
秋
田
城
に
は
軒
丸
瓦
I
種
・
II
種
と
組
み
合
う
軒
平
瓦
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
述
す
る
平
瓦
の
い
ず
れ
か
を
軒
平
瓦
の
代
わ
り
に
組
ま
せ
て
い
2
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
と
は
古
代
出
羽
国
や
陸
奥
国
を
含
む
日
本
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
軒
丸
瓦
の
製
作
技
法
は
、
:
把
詰
め
し
、
成
形
し
た
瓦
当
粘
土
に
丸
瓦
を
縦
位
置
で
接
合
す
る
「接
合
式
」
で
あ
る
。
後
述
す
る
秋
田
城
の
軒
丸
瓦
I
種
は
そ
れ
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
る
（図
五
1
3
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
技
法
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
軒
丸
瓦
の
瓦
当
部
と
丸
瓦
都
は
接
合
位
置
で
剥
離
し
や
す
い
の
で
、
瓦
当
裏
面
に
は
丸
瓦
先
端
の
円
弧
状
の
剥
離
痕
が
鮮
明
に
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（図
五
1
5
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
に
見
ら
れ
る
「積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
」
で
は
、
丸
瓦
の
円
弧
状
の
剥
離
痕
は
ま
っ
た
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
を
含
め
、
本
技
法
の
製
作
工
程
に
っ
い
て
ま
ず
説
明
す
る
（図
三
）
。
本
技
法
は
従
来
「一
本
造
り
」と
総
称
さ
れ
て
き
た
技
法
を
鈴
木
久
男
氏
が
体
系
的
に
整
理
し
た
中
の
「D
技
法
（型
造
り
成
形
）
」の
一
部
に
相
当
す
る
が
（
鈴
木
一
九
九
〇
）
、
鈴
木
氏
は
こ
れ
に
特
定
の
名
称
を
つ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
平
城
宮
・
京
の
い
わ
ゆ
る
一
本
造
り
軒
丸
瓦
を
調
査
、
研
究
し
て
い
た
毛
利
光
俊
彦
氏
も
一
本
造
り
の
概
念
を
再
整
理
し
、
鈴
木
氏
の
D
技
法
を
「成
形
台
一
本
造
り
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
「積
み
上
げ
技
法
」
と
「折
り
曲
げ
技
法
」と
に
細
分
し
た
（
毛
利
光
一
九
九
一
）
。
上
原
真
人
氏
は
成
形
台
一
本
造
り
を
「横
置
き
型
一
本
造
り
」と
呼
ぶ
（
上
原
一
九
九
七
）
。
三
者
三
様
の
名
称
を
使
つ
て
い
る
が
、
筆
者
は
従
来
か
ら
成
形
台
一
本
造
り
と
呼
ん
で
き
た
の
で
、
本
文
で
も
そ
れ
を
使
用
す
る
（佐
川
一
九
九
三
）
。
古
代
出
羽
国
秋
国
城
の
被
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
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積み上げ技術成形台一本 作 りの 工 程 復 原 ( 3 ̃ 9 )
本
技
法
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
カ
マ
ボ
コ
形
の
成
形
台
で
あ
る
。
軒
丸
瓦
に
残
さ
れ
た
痕
跡
を
手
が
か
り
に
し
て
、
成
形
台
の
復
原
図
を
最
初
に
提
示
し
た
の
は
上
原
氏
で
あ
る
（
図
三
1
1
:
上
原
一
九
八
六
）
。
上
原
氏
が
復
原
し
た
成
形
台
は
上
部
型
と
下
部
型
の
「組
み
合
わ
せ
式
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
瓦
当
裏
面
に
成
形
台
の
組
み
合
わ
せ
部
分
の
凹
凸
の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
鈴
木
氏
と
毛
利
光
氏
は
こ
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
成
形
台
を
、
「一
木
」あ
る
い
は
「一
木
式
」
と
想
定
し
て
い
る
（
図
三
1
2
・
3
）
。
こ
れ
ら
の
成
形
台
は
機
能
的
に
瓦
当
下
半
部
の
粘
土
を
置
く
半
円
形
の
く
り
込
み
部
分
と
丸
瓦
部
の
粘
土
を
置
く
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
丸
瓦
部
の
側
面
を
は
め
込
む
た
め
の
、溝
を
も
っ
て
い
る
例
も
あ
る
（
図
三
1
2
）
。
軒
丸
瓦
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
成
形
台
に
布
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
ず
正
面
の
く
り
込
み
部
分
の
下
か
ら
瓦
当
粘
土
を
水
平
方
向
に
一
～
二
層
積
み
上
げ
る
（
図
三
1
4
）
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に
や
や
長
め
の
丸
瓦
部
用
粘
土
板
の
先
端
を
乗
せ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
合
体
さ
せ
、
丸
瓦
部
は
成
形
台
に
押
し
つ
け
て
U
字
形
に
す
る
（
図
三
1
5
）
。
さ
ら
に
、
瓦
当
上
端
か
ら
丸
瓦
部
に
か
け
て
部
分
的
に
粘
土
を
積
み
上
げ
て
瓦
当
の
上
半
部
も
成
形
し
、
玉
縁
部
凸
面
を
作
り
（
削
り
）
出
し
て
（行
基
の
場
合
も
あ
る
）
、
全
体
の
成
形
を
完
了
す
る
（
図
三
1
6
）
。
つ
ぎ
に
全
体
に
ナ
デ
調
整
を
施
し
て
平
滑
に
す
る
（
図
三
1
7
）
。
最
後
に
横
か
ら
瓦
当
面
に
館
型
を
押
捺
し
（
打
ち
込
み
）
、
瓦
を
成
形
台
か
ら
は
ず
し
て
完
成
す
る
（
図
三
1
8
・
9
）
。
こ
の
後
に
瓦
当
裏
面
・
側
面
な
ど
に
ナ
デ
や
ケ
ズ
リ
調
整
を
加
え
、
成
形
過
程
で
っ
い
た
布
目
痕
を
消
去
す
る
こ
と
も
あ
る
。
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
以
上
の
結
果
、軒
丸
瓦
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
痕
跡
が
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
①
成
形
台
に
布
を
か
ぶ
せ
た
場
合
に
は
、
瓦
当
裏
面
（時
に
は
瓦
当
側
面
を
含
む
）
か
ら
丸
瓦
凹
面
・
側
面
（時
に
は
玉
縁
凸
面
）
に
か
け
て
連
続
す
る
布
日
痕
が
残
る
こ
と
が
あ
る
。
②
粘
土
を
層
状
に
積
み
上
げ
て
瓦
当
部
を
成
形
す
る
の
で
、
焼
成
後
に
粘
土
の
接
合
面
に
沿
つ
て
水
平
方
向
に
剥
離
す
る
こ
と
が
あ
る
。③
丸
瓦
部
用
粘
土
板
は
厚
め
で
、先
端
が
瓦
当
部
中
央
を
構
成
す
る
の
で
、
接
合
式
の
場
合
の
よ
う
に
、
瓦
当
裏
面
に
丸
瓦
先
端
の
円
弧
状
の
剥
離
痕
を
残
す
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
剥
離
し
た
丸
瓦
部
先
端
に
瓦
当
文
様
が
残
さ
れ
て
い
た
り
、そ
の
縦
断
面
形
状
も
三
日
月
形
か
半
月
形
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
④
粘
土
を
成
形
台
の
く
り
込
み
の
下
か
ら
安
定
し
て
被
み
上
げ
る
た
め
に
、
く
り
込
み
の
奥
行
き
は
四
～
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
深
い
の
で
、
瓦
当
側
面
幅
と
瓦
当
厚
は
接
合
式
の
軒
丸
瓦
と
比
べ
て
大
き
い
こ
と
が
多
い
。
3
軒
丸
瓦
II
種
に
見
ら
れ
る
「積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
」の
特
徴
さ
て
、
筆
者
が
秋
田
城
の
軒
丸
瓦
II
種
を
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
と
判
断
し
た
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
瓦
当
下
半
部
を
残
す
本
資
料
の
割
れ
面
は
、
明
ら
か
に
接
合
面
に
沿
つ
て
剥
離
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
成
形
台
の
く
り
込
み
に
手
の
ひ
ら
か
指
で
押
し
込
ん
だ
時
に
つ
い
た
軽
い
凹
凸
が
残
る
（図
四
1
5
）
。
し
か
も
、
そ
れ
は
軒
丸
瓦
を
正
立
状
態
に
見
て
、
水
平
方
向
に
発
生
し
て
い
る
（図
四
1
1
～
3
）
。瓦
当
下
半
部
の
途
中
に
は
、
接
合
面
の
存
在
を
示
す
層
状
の
亀
裂
が
な
い
の
で
、
一 :
現
り
の
粘
土
を
使
つ
た
と
見
ら
れ
る
。
瓦
当
側
面
幅
が
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、瓦
当
径
に
比
べ
て
厚
い
点
も
、積
み
上
げ
技
法
の
特
徴
を
示
す
。
つ
ぎ
に
瓦
当
裏
面
の
向
か
っ
て
左
側
に
は
丸
瓦
部
の
一
部
が
残
つ
て
い
る
（図
四
1
4
）
。本
来
右
側
に
も
丸
瓦
部
の
一
部
が
残
つ
て
い
た
が
、そ
こ
は
破
損
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
左
側
の
丸
瓦
部
を
上
方
か
ら
見
て
も
、
瓦
当
部
粘
土
接
合
面
に
は
丸
瓦
の
先
端
が
確
認
で
き
る
と
い
う
接
合
式
に
見
ら
れ
る
現
象
は
ま
っ
た
く
な
く
、
丸
瓦
部
の
粘
土
の
一
部
と
瓦
当
部
粘
土
は
一
体
の
粘
土
（共
土
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
（図
四
1
5
）
。
さ
ら
に
、
瓦
当
裏
面
に
は
成
形
台
の
カ
マ
ボ
コ
形
の
突
出
部
分
の
当
た
り
が
残
る
（図
四
1
6
）
。
カ
マ
ボ
コ
形
の
突
出
部
の
上
端
は
、
瓦
当
面
の
中
心
よ
り
や
や
高
い
位
置
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
（図
四
1
l
・
2
）
。瓦
当
裏
面
に
残
る
緩
方
向
の
木
目
痕
は
、
成
形
台
が
木
製
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
組
み
合
わ
せ
式
の
成
形
台
を
示
す
痕
跡
が
な
い
の
で
、
成
形
台
は
一
木
式
と
い
え
る
。
瓦
当
裏
面
は
下
半
に
横
ナ
デ
調
整
を
施
す
程
度
で
平
坦
で
あ
り
、
丸
瓦
部
側
面
と
は
垂
直
を
な
す
（図
四
1
8
）
。
残
存
す
る
軒
丸
瓦
II
種
の
下
半
部
に
は
ケ
ズ
リ
調
整
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
面
に
凹
凸
が
な
く
滑
ら
か
で
あ
り
、
面
と
面
の
変
わ
り
目
に
も
減
り
張
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
成
形
台
の
な
せ
る
技
で
あ
る
。
な
ぉ
、
瓦
当
裏
面
と
丸
瓦
部
凹
面
・
側
面
に
は
布
日
痕
が
な
い
の
で
、
成
形
台
に
は
布
を
か
ぶ
せ
て
い
な
い
。
以
上
か
ら
、
軒
丸
瓦
II
種
の
成
形
台
は
図
三
1
3
の
よ
う
に
復
原
で
き
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
成
形
台
を
使
つ
て
行
わ
れ
た
軒
丸
瓦
II
種
の
製
作
工
程
を
復
原
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
成
形
台
の
く
り
込
み
に
瓦
当
下
半
部
用
の
粘
土
を
は
め
込
む
（図
三
1
4
）
。
そ
の
高
さ
は
瓦
当
半
径
よ
り
少
し
大
き
い
（図
四
1
1
・
2
）
。
こ
の
時
に
瓦
当
粘
土
の
一
部
が
は
み
出
し
、
丸
瓦
部
側
面
の
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
2 .軒丸瓦 II 種 (5-192) の拓影と断面図 (1 : 4) 1 .軒丸瓦 II 種 (3-218) の拓影と断面図 (1 : 4)
4 .軒丸瓦 II 種の瓦当裏面と丸瓦部側面 ( l : 3 )  3 .軒丸瓦 II 種 (3-218) の瓦当面 (1 :3 )
6 .軒丸瓦直種の瓦当基面に残る成形台の痕跡 5 .軒丸 II 種の瓦当粘土接合面 ( l  : 3)
8 .軒丸瓦直種の瓦当側面と丸瓦部 (横から) 7 .軒丸瓦 II 種の瓦当側面 (期から)
図四 秋田城軒丸瓦 II 種と積み上げ技法成形台一本造りの特徴
6
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
一
部
も
形
成
さ
れ
る
。
つ
ぎ
の
工
程
で
は
、
丸
瓦
部
の
大
半
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
板
状
の
粘
土
を
、
成
形
台
の
カ
マ
ポ
コ
形
の
突
出
部
に
置
い
て
押
し
っ
け
る
（図
四
1
5
）
。
こ
の
時
に
粘
土
板
の
先
端
は
瓦
当
の
四
分
の
一
強
の
厚
み
を
も
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
瓦
当
下
半
部
粘
土
の
上
に
置
か
れ
る
。
最
後
の
成
形
の
工
程
は
、
実
物
資
料
が
な
い
の
で
推
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
瓦
当
上
部
か
ら
丸
瓦
部
に
か
け
て
の
粘
土
を
付
加
し
た
り
、
玉
縁
部
を
作
り
出
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（図
三
1
6
）
。
そ
の
後
、
調
整
し
て
全
体
を
平
滑
に
仕
上
げ
、 :
范
型
を
打
ち
込
ん
で
完
成
し
た
の
で
あ
る
（図
三
1
7
～
9
）
。
三
秋
国
城
の
A
～
C
三
群
の
瓦
と
軒
丸
瓦
II
類
の
位
置
づ
け
1
秋
国
城
の
A
一・
、，
ll
C
三
群
の
瓦
つ
ぎ
に
軒
丸
瓦
II
種
が
秋
田
城
の
瓦
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
秋
田
城
の
瓦
に
つ
い
て
は
、
長
年
秋
田
城
を
調
査
・
研
究
し
て
き
た
小
松
正
夫
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
（小
松
一
九
七
六
、
一
九
八
七
）
。筆
者
は
氏
の
論
考
と
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
で
の
瓦
調
査
結
果
を
検
討
し
て
、
A
～
C
の
三
群
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（表
一
）
。
A
群
は
主
に
粘
土
板
巻
作
り
に
よ
る
行
基
丸
瓦
（丸
瓦
I
b
:
図
五
1
1
）
と
凹
面
の
広
端
側
を
幅
狭
く
横
ナ
デ
す
る
平
瓦
（平
瓦
II
a
1
:
図
五
1
2
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。小
松
氏
に
よ
れ
ば
、
A
群
は
軒
丸
瓦
を
伴
わ
な
い
と
い
う
。
丸
瓦
I
b
の
凸
面
に
は
縦
位
縄
叩
き
目
を
施
す
が
、
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
ナ
デ
消
す
。
平
瓦
II
a
1
は
一
枚
作
り
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
小
松
氏
に
よ
っ
て
粘
土
板
表一 秋国城の丸瓦・平瓦分類表((小松、 l987) 別表を改変)
s 丸 瓦 平 瓦I :行基(無段) II : 玉縁 (有段) m :不明 , IIa b a b、a1 a l a2 b
成 形 紐巻作り 板巻作り 紐巻作り 板卷作り 板巻作り 板1商巷作り 一枚作り 一枚作り 一枚作り
調
整
凸
面
叩
き
目
細叩き目一・ナデ消し il・額囲き日→ナデ消し 斜格子lPき日 経位割中き日 経m印き日 斜・様位組叩き日 船子中き目
n
れ
砂
無 無 無 無 無 有 有 無 無
凹
面 資 有 有 有 有 有 有
1̃2面取り
有
l 2̃画取り
有→
少しナデ消す 有
ケ
ズ
リ
面
取
り
側
面 l面取り 無 l 面 取 り 無 無 l 2̃画取り l 面 取 り
狭
端 無 無 無 無 不明 無 無
凹面寄り
1面取り 無
広
端 無 無 無 無 不明
凹面寄り
横ナデ
国面寄り
横ナデ
無 無
い ぶ し 無 有 無 無 無 有 有 無 無
焼 成 未確認 普通 硬質 未確認 やや柔質 未確認 普通 硬質 無
色 調 未確認 黄灰色暗灰色 黒福色 未確認 黄得色 未確認 暗灰色 黒得色
黄福色
灰得色
備 考 小松、l987に よ る
小松、l987
に よ る
l点のみ
確認
小松、l987
に よ る 少fit
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
桶
巻
作
り
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
平
瓦
I
a
1
が
少
量
あ
る
。
こ
れ
は
凹
面
に
枠
板
連
結
模
骨
痕
を
残
す
こ
と
を
根
拠
と
す
る
が
、
今
回
の
瓦
調
査
で
は
実
物
を
見
て
い
な
い
の
で
、
次
回
検
討
し
た
い
。
平
瓦
I
a
1
と
II
a
1
は
と
も
に
凸
面
に
離
れ
砂
を
付
け
、
ま
た
整
然
と
し
た
縦
位
總
叩
き
日
を
施
し
、
さ
ら
に
焼
成
の
具
合
と
色
調
も
共
通
す
る
。
B
群
は
単
弁
一
五
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
（軒
丸
瓦
I
種
:
図
五
1
3
・
4
）
と
粘
土
紐
巻
作
り
に
よ
る
玉
縁
丸
瓦
（丸
瓦
II
a
:
図
五
1
7
）
、
一
枚
作
り
の
平
瓦
II
a
2
（図
五
1
8
）
か
ら
な
る
。
軒
丸
瓦
I
類
は
丸
瓦
II
a
を
接
合
す
る
が
、
接
合
前
後
に
瓦
当
面
、
瓦
当
裏
面
、
瓦
当
側
面
を
縄
叩
き
す
る
（図
五
l
4
～
6
）
。丸
瓦
II
種
は
凸
面
に
斜
・
縦
位
縄
叩
き
日
を
施
し
た
後
に
そ
れ
を
部
分
的
に
ナ
デ
消
し
て
い
る
。
平
瓦
II
a
2
は
凸
面
に
斜
・
縦
位
縄
叩
き
日
を
施
し
、
凹
面
の
狭
端
側
を
面
取
り
し
、
凹
面
の
布
日
痕
を
部
分
的
に
ナ
デ
消
す
。
丸
瓦
、
平
瓦
と
も
に
須
恵
器
の
よ
う
に
硬
質
に
焼
成
す
る
も
の
が
多
く
、
時
に
は
自
然
釉
を
発
す
る
も
の
さ
え
あ
る
。
色
調
は
黒
色
や
黒
褐
色
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
。
C
群
は
凸
面
に
斜
格
子
叩
き
日
を
施
す
丸
瓦
m
（図
六
1
1
）
と
平
瓦
II
b
（図
六
1
2
～
4
）
か
ら
な
る
。
丸
瓦
m
は
破
片
1
点
が
見
つ
か
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
行
基
丸
瓦
か
玉
縁
丸
瓦
か
の
区
別
が
で
き
な
い
。
平
瓦
II
b
は
一
枚
作
り
で
あ
る
。
斜
格
子
日
を
も
つ
叩
き
板
の
形
状
は
長
方
形
で
、
そ
の
柄
に
近
い
と
こ
ろ
に
は
「秋
田
瓦
」、
「秋
」、
「高
水
」
の
文
字
を
刻
ん
で
い
る
。
そ
の
叩
き
板
は
小
松
氏
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
て
い
る
（図
六
1
5
～
7
）
。
こ
れ
で
凸
面
を
平
瓦
の
側
面
に
対
し
て
斜
め
に
叩
き
し
め
て
い
る
。
な
ぉ
、
小
松
氏
は
平
瓦
II
b
と
組
む
丸
瓦
を
粘
土
紐
巻
作
り
の
行
基
丸
瓦
（丸
瓦
I
a
）
と
考
え
て
い
る
。
凸
面
調
整
は
縄
叩
き
目
で
、
点
数
も
わ
ず
か
ら
し
い
が
、
こ
れ
も
今
回
観
察
し
て
い
な
い
の
で
、
次
回
検
討
し
た
い
。
さ
て
、
軒
丸
瓦
II
種
は
丸
瓦
部
を
大
き
く
欠
く
の
で
、
そ
の
凸
面
調
整
具
は
不
明
だ
が
、
二
個
体
と
も
軟
質
に
焼
成
さ
れ
、
色
調
は
黄
褐
色
あ
る
い
は
灰
褐
色
を
帯
び
て
い
る
。
こ
の
特
徴
に
近
い
も
の
は
、
C
群
の
凸
面
に
斜
格
子
叩
き
日
を
施
す
丸
瓦
と
平
瓦
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
軒
丸
瓦
II
種
が
C
群
に
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
な
ぉ
、
小
松
氏
に
よ
れ
ば
、
粘
土
板
巻
作
り
の
玉
縁
丸
瓦
（丸
瓦
II
b
）
も
少
数
な
が
ら
あ
る
と
い
う
が
、
今
回
の
瓦
調
査
で
は
観
察
し
て
い
な
い
の
で
、
次
回
検
討
し
た
。
2
秋
国
城
A
l;
C
群
瓦
の
索
と
年
代
A
群
瓦
は
東
面
築
地
で
落
下
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
鵜
ノ
木
地
区
の
井
戸
か
ら
「天
平
六
年
」
の
紀
年
を
も
つ
木
簡
と
共
伴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
城
が
天
平
五
年
（七
三
三
）
に
出
羽
細
と
し
て
創
建
さ
れ
て
ほ
ど
な
い
段
階
に
、
築
地
や
門
に
毒
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（小
松
一
九
八
七
）
。
秋
田
城
の
北
方
で
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
末
に
か
け
て
須
恵
器
を
生
産
し
て
い
た
新
城
索
跡
群
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（伊
藤
一
九
九
八
）
。
と
く
に
A
群
の
平
瓦
II
a
1
に
類
似
す
る
平
瓦
と
丸
瓦
の
破
片
は
、
新
城
一需
跡
群
を
構
成
す
る
谷
地
II
遺
跡
1
号
察
（八
世
紀
第
3
四
半
期
操
業
）
、
大
沢
無
跡
I
・
1
号
察
（八
世
紀
第
3
・
4
四
半
期
操
業
）
、
谷
地
II
適
跡
2
号
無
（八
世
紀
第
4
四
半
期
～
九
世
紀
第
1
四
半
期
操
業
）
の
察
内
や
灰
原
か
ら
見
つ
か
っ
て
お
り
、
須
恵
器
と
と
も
に
瓦
も
焼
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
数
か
ら
見
れ
8
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
一一一み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
-lf
丸
一-一の
研
究
2 . :、1iii:の 、l'l .1し II a 1 ( 1 : 10)
・1 . Bllf iの中.1:丸J・し I何l のj,し、l i 面 ( 1 : 5 )
l . ・、9f1の丸 .i・L I b ( l : l 0 ) と 'l1li l :板控き作り ( イ l )
3.B1111の ,ll.l:丸.1、し 1f f1lのi石影と断面図 ( l  : 5
6 . B  a?1 の相:丸.iL I i「,iL 、l i 側面 ( 1l;l'l ) の 1:1'll叫1き1l ) .B解のli l:丸.iし I f'1liし 、!l 実面と丸1・し接合部
8 . B 排- の、l - 11し 1I a 2  ( l : 10) 7 . B f y1の丸.iし II a (1 : 10) と 1l,l i l :紐をき作り (イ l )
図五 秋 田 城 A 群 瓦 ( 1 ・ 2 ) と B 群 瓦 ( 4 ̃ 8 )
、・一'・
:i . 、l'.iL II b : ll I」きl li「秋」 ( l : 1i )
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7. 「高水」 (). f大」
文 '1・:を刻んだ11 l J き 板 ( 1 : :i
5 . 秋 l l l J・L 1
-l0.
). ' l':1・し II b : l1l1き i i. 「秋lll」l・し 」 ( 1 : 5 )
l' Jl・L I l b : l1 l Jき ili 「高水」 (1 : 5 )
図六 秋田城C群瓦の丸瓦 ・ 平瓦と叩き板
10
古
代
出
羽
同
秋
m
城
の
械
み
-'
げ
技
法
成
形
，-
，一
本
造
り
-例
-
f
'の
研
究
ば
、
こ
れ
ら
の
察
で
八
世
紀
第
3
四
半
期
か
ら
九
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
継
続
し
て
瓦
を
大
量
生
産
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
年
代
幅
は
主
と
し
て
須
恵
器
生
産
の
操
業
期
間
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
出
羽
概
創
建
段
階
の
草
創
期
に
当
た
る
八
世
紀
第
2
四
半
期
に
通
る
察
は
、
こ
の
付
近
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
察
で
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
秋
田
城
束
方
に
あ
る
手
形
山
索
跡
2
号
察
で
、
八
世
紀
第
2
・
3
四
半
期
の
須
恵
器
を
生
産
し
て
い
る
。
手
形
山
察
跡
1
号
窯
で
は
八
世
紀
第
3
・
4
四
半
期
の
須
恵
器
を
生
産
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
瓦
は
今
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
A
群
瓦
を
最
初
に
生
産
し
た
窯
は
ど
こ
か
。
な
ぜ
そ
こ
か
ら
新
城
窯
跡
群
へ
移
動
し
、
外
郭
築
地
以
外
の
ど
こ
に
供
給
さ
れ
た
の
か
。
A
群
瓦
の
生
産
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
将
来
の
手
形
山
察
跡
付
近
で
の
継
続
調
査
に
期
待
し
た
い
。
B
群
瓦
は
秋
田
城
の
束
北
方
に
あ
る
古
城
理
窯
跡
1
～
3
号
窯
で
、
九
世
紀
第
1
～
2
四
半
期
の
あ
る
段
階
に
属
す
る
須
恵
器
と
と
も
に
焼
成
さ
れ
て
い
る
（小
松
ほ
か
一
九
九
七
）
。
そ
の
年
代
幅
を
前
提
に
、
B
群
の
瓦
が
必
要
と
さ
れ
た
契
機
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
天
長
七
年
（八
三
〇
）
の
出
羽
国
大
地
質
（「類
聚
国
史
」）
か
、
あ
る
い
は
嘉
祥
三
年
（八
五
〇
）
の
出
羽
国
大
地
震
（「文
徳
実
録
」）
か
ら
の
復
興
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
八
三
〇
年
の
大
地
震
は
秋
田
城
と
そ
の
周
辺
地
域
に
大
規
模
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、筆
者
は
B
群
瓦
の
製
作
年
代
を
九
世
紀
第
2
四
半
期
と
考
え
た
い
。
C
群
の
瓦
の
う
ち
斜
格
子
叩
き
日
を
も
つ
丸
・
平
瓦
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
上
層
通
構
、
包
含
層
か
ら
出
土
し
、
赤
褐
色
土
器
を
伴
出
す
る
こ
と
か
ら
こ
と
か
ら
、
九
世
紀
以
降
の
所
産
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（小
松
一
九
八
七
）
。
C
群
瓦
を
焼
成
し
た
察
跡
は
日
下
不
明
で
あ
る
。
秋
田
市
羽
白
日
遭
跡
の
堅
穴
通
構
か
ら
も
こ
の
種
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、
察
跡
で
は
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
出
土
状
況
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
C
群
瓦
は
創
建
瓦
で
あ
る
A
群
瓦
と
八
三
〇
年
か
八
五
〇
年
の
大
地
震
の
復
興
瓦
の
可
能
性
が
あ
る
B
群
瓦
と
の
間
に
置
く
か
、
そ
れ
と
も
元
慶
二
年
（八
七
八
）
の
元
慶
の
乱
焼
失
後
（「日
本
三
大
実
録
」）の
復
興
瓦
に
あ
て
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
の
年
代
を
絞
り
込
む
過
程
で
、
C
群
瓦
の
年
代
も
検
討
す
る
。
四
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
の
年
代
と
秋
国
城
軒
丸
瓦
u
種
の
年
代
l
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
の
出
現
と
存
続
、
伝
播
の
年
代
毛
利
光
氏
は
平
城
宮
・
京
跡
出
土
の
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
を
研
究
し
た
結
果
、
積
み
上
げ
技
法
が
平
城
宮
・
京
出
土
軒
瓦
編
年
第
II
l
1
期
末
頃
（神
亀
年
間
～
天
平
年
間
初
頭
）
に
平
城
富
用
の
瓦
を
焼
成
し
た
中
山
瓦
窯
で
発
明
さ
れ
た
こ
と
、
軒
瓦
編
年
第
IV
I
1
期
（天
平
一
七
年
～
天
平
宝
字
年
間
）
に
か
け
て
存
続
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（毛
利
光
一
九
九
一
）
。
な
ぉ
、
そ
の
間
、
接
合
式
も
同
時
に
存
在
し
、
む
し
ろ
積
み
上
げ
技
法
よ
り
主
体
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
技
法
が
発
明
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。
今
後
の
大
き
な
検
討
課
題
で
あ
る
。
積
み
上
げ
技
法
は
畿
内
よ
り
東
で
は
、
富
山
県
の
越
中
国
分
寺
（図
七
1
3
・
4
:
西
井
ほ
か
一
九
八
七
）
、
愛
知
県
の
三
河
国
分
寺
（図
七
1
2
:
森
ほ
か
編
一
九
九
〇
）
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当
下
半
部
、
丸
瓦
部
を
含
む
瓦
当
中
間
部
、
さ
ら
に
瓦
当
上
部
の
順
に
三
層
の
粘
土
を
積
み
上
げ
て
い
る
l l
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
の
年
代
の
も
の
で
あ
り
、
積
み
上
げ
技
法
は
国
分
寺
造
営
に
関
連
し
て
地
方
に
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
毛
利
光
一
九
九
一
）
。
そ
の
広
が
り
の
実
態
は
、
お
そ
ら
く
地
方
で
ま
だ
積
み
上
げ
技
法
の
存
在
が
気
づ
か
れ
ず
眠
つ
て
い
る
-lif
丸
瓦
の
発
見
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぉ
、
群
馬
県
の
台
之
原
廃
寺
-lf
丸
瓦
A
類
も
成
形
台
一
本
造
り
だ
が
（
須
田
ほ
か
一
九
八
六
）
、
調
査
者
の
一
人
で
あ
る
高
井
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
積
み
上
げ
技
法
か
後
述
す
る
折
り
曲
げ
技
法
か
の
判
断
は
困
難
と
い
う
。
さ
て
、
越
中
国
分
寺
と
三
河
国
分
寺
の
軒
丸
瓦
の
文
様
も
、
そ
れ
と
組
み
合
う
軒
平
瓦
も
相
互
に
同
文
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
技
法
ま
で
同
一
と
な
る
と
、
相
互
の
類
似
性
は
偶
然
起
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
モ
デ
ル
と
な
る
共
通
の
文
様
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
平
城
宮
・
京
の
軒
瓦
に
類
似
す
る
文
様
が
な
い
か
と
探
し
て
み
る
と
、
両
者
の
一一一 :丸
瓦
の
文
様
は
平
城
宮
出
土
軒
丸
瓦
六
三
一
四
に
類
似
し
て
い
る
（西
井
ほ
か
、
一
九
八
七
）
。
さ
ら
に
、
平
城
宮
の
た
と
え
ば
六
三
一
四
A
（
図
七
-
1
）
は
軒
平
瓦
六
六
八
一
A
と
組
む
の
だ
が
、
こ
の
軒
平
瓦
の
文
様
の
中
心
飾
と
一
部
の
唐
草
を
反
転
さ
せ
て
み
る
と
、
越
中
国
分
寺
と
三
河
国
分
寺
の
軒
平
瓦
に
類
似
す
る
感
が
あ
る
。
六
三
一
四
A
が
積
み
上
げ
技
法
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、六
三
一
四
A
I
六
六
八
一
A
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
軒
瓦
の
有
力
な
候
補
で
あ
る
。
越
中
国
分
寺
と
三
河
国
分
寺
の
軒
瓦
は
平
城
宮
の
官
瓦
窯
で
積
み
上
げ
技
法
を
習
得
し
た
が
、
文
様
に
は
あ
ま
り
通
じ
て
い
な
い
工
人
（
地
方
か
ら
中
央
へ
徴
用
さ
れ
て
帰
国
し
た
者
か
、
中
央
か
ら
派
造
さ
れ
た
者
か
は
不
明
）
が
、
平
城
宮
の
軒
瓦
六
三
一
四
A
1
六
六
八
一
A
を
モ
デ
ル
に
し
て
作
つ
た
の
だ
ろ
う
。こ
の
平
城
宮
の
軒
2.三河国分、f (瓦当上部の接合面は推定) 1.平城宮6314A (接合面は推定)
5.秋田域軒丸瓦ll種 (瓦当上 4.越中国分寺・外縁目,り直し品 3.越中国分寺 ' 外縁鋸蘭文あり
部の接合面は推定) (接合面は実例より推定) (瓦当上部の接合面は実例より推定)
図七 平城宮と東国の積み上げ技法成形台一本造り軒丸瓦(1 : 6 )
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古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
一-一の研
究
瓦
の
年
代
は
積
み
上
げ
技
法
が
誕
生
し
て
間
も
な
い
平
城
宮
軒
瓦
編
年
第
II
l
2
期
（天
平
初
頭
～
一
七
年
頃
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
積
み
上
げ
技
法
が
越
中
国
分
寺
と
三
河
国
分
寺
に
伝
播
し
た
年
代
は
、
八
世
紀
中
頃
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
2
平
城
宮
で
は
積
み
上
げ
技
法
か
ら
折
り
曲
げ
技
法
へ
毛
利
光
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
平
城
宮
の
瓦
工
房
で
は
平
城
宮
軒
瓦
編
年
第
IV
l
2
期
（神
護
景
雲
年
間
）
に
な
る
と
「折
り
曲
げ
技
法
」が
出
現
し
、
そ
れ
に
交
代
さ
れ
る
よ
う
に
積
み
上
げ
技
法
が
衰
退
す
る
（毛
利
光
一
九
九
一
）
。折
り
曲
げ
技
法
も
成
形
台
一
本
作
り
の
一
種
で
あ
り
、成
形
台
は
積
み
上
げ
技
法
で
使
用
す
る
成
形
台
に
類
似
す
る
が
、
そ
の
上
に
置
く
丸
瓦
部
用
の
粘
土
板
の
先
端
が
台
の
外
に
長
く
は
み
出
し
、
そ
れ
を
折
り
曲
げ
て
瓦
当
部
の
基
礎
を
成
形
す
る
（図
八
）
。
実
際
は
く
り
込
み
に
粘
土
現
を
詰
め
込
ん
で
瓦
当
下
部
と
し
た
も
の
と
合
成
す
る
、
瓦
当
面
寄
り
に
さ
ら
に
粘
土
を
足
し
て
厚
み
を
,llf丸Eを成形合から
はずして完成
図八折り曲げ技法成形台一本造りの工程
加
え
た
瓦
当
部
に
仕
上
げ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
瓦
当
部
は
積
み
上
げ
技
法
の
場
合
の
よ
う
に
水
平
方
向
に
層
状
に
剥
離
す
る
こ
と
が
な
い
。
接
合
式
の
技
法
を
含
め
て
比
較
し
て
も
、
折
り
曲
げ
技
法
は
瓦
当
部
が
丸
瓦
部
と
一
体
な
の
で
、
瓦
当
部
が
丸
瓦
部
か
ら
剥
離
し
に
く
い
特
質
を
も
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
折
り
曲
げ
技
法
が
接
合
式
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
な
く
、
接
合
式
が
依
然
主
流
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
指
摘
の
蓋
然
性
は
少
な
い
。む
し
ろ
、平
城
宮
に
お
い
て
は
瓦
の
大
量
生
産
に
あ
た
っ
て
、
積
み
上
げ
技
法
に
お
け
る
瓦
当
粘
土
の
三
回
以
上
に
わ
た
る
積
み
上
げ
工
程
を
や
め
て
、
瓦
当
部
の
成
形
が
ほ
ぼ
一
回
で
済
む
と
い
う
効
率
性
を
重
視
し
て
折
り
曲
げ
技
法
に
移
行
し
て
い
っ
た
、
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
平
安
時
代
に
お
け
る
折
り
曲
げ
式
の
変
通
を
見
て
も
、
瓦
当
粘
土
は
徐
々
に
薄
く
な
っ
て
い
く
（鈴
木
一
九
八
六
、
一
九
九
〇
）
。
こ
れ
は
積
み
上
げ
技
法
で
安
定
し
た
瓦
当
粘
土
の
接
合
を
行
う
た
め
に
、
瓦
当
を
相
当
厚
め
に
し
て
い
た
が
、
折
り
曲
げ
技
法
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
粘
土
も
製
作
時
間
も
節
約
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
折
り
曲
げ
技
法
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
理
由
で
発
明
さ
れ
た
か
は
依
然
明
ら
か
で
な
い
。
毛
利
光
氏
は
平
城
宮
の
場
合
、
折
り
曲
げ
技
法
を
採
用
し
た
軒
丸
瓦
の
瓦
当
文
様
が
飛
雲
文
（六
八
〇
一
型
式
）
と
い
う
新
た
な
文
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
技
法
が
外
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（毛
利
光
一
九
九
一
）
。
奈
良
時
代
の
折
り
曲
げ
技
法
は
束
国
の
下
総
国
分
寺
（
佐
々
木
一
九
八
五
、
山
路
ほ
か
一
九
九
四
）
や
下
野
国
分
寺
（大
橋
一
九
九
七
）
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
年
代
は
八
世
紀
第
3
四
半
期
後
半
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
後
者
（二
A
・
B
、
二
〇
型
式
）
13
古
代
出
羽
国
秋
国
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
-lif
丸
瓦
の
研
究
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
較
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
一一 :丸
瓦
の
研
究
に
は
創
建
当
初
の
軒
丸
瓦
で
七
五
〇
年
前
後
の
年
代
を
与
え
て
ぉ
り
、
平
城
宮
の
瓦
工
房
で
採
用
さ
れ
た
年
代
よ
り
ず
っ
と
古
い
。
後
者
の
瓦
当
文
様
は
そ
の
弁
区
文
様
が
奈
良
時
代
末
期
か
ら
長
岡
京
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
六
二
二
九
型
式
に
類
似
し
、
六
二
二
九
型
式
も
折
り
曲
げ
技
法
で
あ
る
。
六
二
二
九
B
と
組
む
軒
平
瓦
六
八
〇
二
B
の
文
様
は
飛
雲
文
で
あ
り
、
下
野
国
分
寺
創
建
軒
平
瓦
の
な
か
に
も
こ
れ
と
同
文
（4
型
式
）
が
あ
り
、
そ
の
:
組
型
は
そ
の
後
一
〇
〇
年
あ
ま
り
も
使
用
さ
れ
る
。
大
橋
泰
夫
氏
ら
は
こ
れ
が
祖
型
と
な
っ
て
平
城
宮
の
六
八
〇
二
B
が
成
立
し
た
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
七
五
〇
年
代
後
半
以
降
奈
良
時
代
末
期
ま
で
の
下
野
国
分
寺
の
軒
丸
瓦
は
接
合
式
で
あ
る
の
で
、
飛
雲
文
軒
平
瓦
が
奈
良
に
伝
播
し
た
時
に
、
折
り
曲
げ
技
法
は
同
時
に
伝
播
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
橋
氏
は
下
野
国
分
寺
の
折
り
曲
げ
技
法
を
外
部
か
ら
の
強
い
影
響
と
考
え
て
い
る
。
な
ぉ
、
下
野
国
分
寺
に
も
下
総
国
分
寺
に
も
積
み
上
げ
技
法
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
れ
を
下
地
に
し
て
折
り
曲
げ
技
法
が
誕
生
し
た
と
も
い
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
平
城
宮
の
瓦
工
房
で
折
り
曲
げ
技
法
は
奈
良
時
代
末
期
ま
で
に
積
み
上
げ
技
法
を
淘
汰
し
、
そ
の
後
平
安
時
代
中
期
に
平
安
宮
の
瓦
作
り
と
し
て
盛
行
し
、
一
一
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
ま
で
存
続
す
る
（鈴
木
一
九
九
〇
、
植
村
ほ
か
一
九
九
四
）
。
な
お
、
鈴
木
氏
は
大
局
的
に
見
て
、
成
形
台
は
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
組
み
合
わ
せ
式
か
ら
一
木
式
に
変
化
す
る
と
い
う
考
え
を
提
示
し
て
い
る
（鈴
木
一
九
九
〇
）
。
佐
藤
隆
氏
は
こ
れ
を
支
持
す
る
立
場
で
、
一
范
の
打
ち
込
み
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
成
形
台
の
組
み
合
わ
せ
部
が
断
層
の
よ
う
に
ず
れ
だ
し
、
そ
の
影
響
で
:
相
も
割
れ
や
す
く
な
る
の
で
、
一
木
式
に
し
た
と
解
釈
を
し
て
い
る
（佐
藤
一
九
九
二
）
。
3
秋
国
城
軒
丸
瓦
II
種
の
製
作
年
代
と
廃
案
年
代
以
上
の
検
討
結
果
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
の
製
作
年
代
は
八
世
紀
後
半
以
後
の
い
ず
れ
か
の
段
階
と
い
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
廃
棄
年
代
を
出
土
状
況
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
（図
一
）
。
二
点
あ
る
軒
丸
瓦
I
種
の
う
ち
一
点
は
、
外
郭
東
門
南
西
側
城
内
に
あ
る
湿
地
S
G
一
〇
三
一
埋
土
第
一
三
・
一
四
層
か
ら
出
土
し
た
。
S
G
一
〇
三
一
の
埋
土
第
一
三
・
一
四
層
の
下
か
ら
は
天
平
宝
字
年
間
か
ら
延
暦
年
間
の
紀
年
銘
木
簡
三
〇
〇
余
点
と
漆
紙
文
書
三
〇
余
点
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
S
G
一
〇
三
一
の
埋
土
第
一
三
・
一
四
層
よ
り
上
に
は
八
七
八
年
の
元
慶
の
乱
に
よ
る
秋
田
城
炎
上
を
示
す
焼
土
と
炭
化
物
を
含
む
土
層
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
共
伴
す
る
土
器
の
年
代
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
軒
丸
瓦
II
種
が
S
G
一
〇
三
一
に
埋
ま
っ
た
の
は
、
九
世
紀
第
1
四
半
期
頃
の
可
能
性
が
高
い
。
も
う
一
点
の
軒
丸
瓦
II
種
は
、
政
庁
正
殿
の
北
に
あ
る
築
地
S
F
六
七
七
を
破
壊
す
る
土
坑
S
K
六
六
八
か
ら
出
土
し
た
。
S
K
六
六
八
か
ら
は
B
群
の
平
瓦
II
a
2
も
み
つ
か
っ
て
い
る
。
築
地
S
F
六
七
七
は
秋
田
城
I
～
m
期
の
も
の
で
あ
り
、
IV
期
に
は
位
置
を
や
や
北
に
ず
ら
し
て
掘
立
柱
塀
に
改
作
さ
れ
、
こ
れ
は
八
七
八
年
の
元
慶
の
乱
で
焼
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
築
地
S
F
六
七
七
が
IV
期
に
改
作
さ
れ
た
契
機
は
、
八
三
〇
年
か
八
五
〇
年
に
発
生
し
た
大
地
震
後
の
復
興
の
可
能
性
が
高
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
地
震
で
落
下
し
不
要
と
な
っ
た
軒
丸
瓦
II
種
と
大
地
震
復
興
の
た
め
の
B
群
瓦
の
平
瓦
II
a
2
の
破
損
品
が
、
S
K
六
六
八
で
共
伴
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
以
上
か
ら
、
軒
丸
瓦
II
種
は
八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
第
1
四
半
期
に
か
け
て
新
城
瓦
窯
群
以
外
で
生
産
さ
れ
、
城
内
の
い
ず
れ
か
の
屋
根
に
毒
か
れ
、
八
l 4
三
〇
年
か
八
五
〇
年
の
大
地
震
に
よ
っ
て
落
下
、
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
ぉ
く
。
軒
丸
瓦
II
種
が
生
産
さ
れ
た
時
期
は
、
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
が
平
城
宮
の
瓦
工
房
で
衰
退
し
、
廃
さ
れ
、
そ
の
技
法
が
波
及
し
た
国
分
寺
の
造
営
も
一
段
落
し
は
じ
め
る
頃
で
あ
る
。
五
秋
国
城
軒
丸
瓦
II
種
と
C
群
瓦
の
系
譜
1
軒
丸
瓦
II
種
の
系
譜
軒
丸
瓦
II
種
が
製
作
さ
れ
た
契
機
は
、
秋
田
城
に
お
け
る
何
ら
か
の
造
営
で
あ
ろ
う
が
、
軒
丸
瓦
II
種
の
点
数
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
瓦
製
作
に
関
与
し
た
工
人
の
中
に
演
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
作
り
を
修
得
し
た
工
人
が
い
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
工
人
の
存
在
な
く
し
て
、
こ
の
特
殊
な
技
術
が
在
地
的
に
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
本
例
の
よ
う
な
技
術
伝
播
は
工
人
が
移
住
し
た
、
あ
る
い
は
招
来
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
工
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
越
中
国
分
寺
、
三
河
国
分
寺
、
平
城
宮
の
瓦
工
人
と
、
候
補
は
い
く
っ
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
の
東
国
に
確
実
な
例
は
日
下
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
か
れ
ら
は
出
羽
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
か
ら
渡
来
し
た
と
見
ら
れ
る
（図
七
）
。
そ
の
場
所
を
あ
る
程
度
絞
り
込
む
手
段
の
一
つ
は
軒
丸
瓦
の
文
様
で
あ
る
。
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
の
文
様
は
単
純
化
さ
れ
て
い
て
、
比
較
す
る
べ
き
資
料
を
特
定
す
る
の
が
大
変
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、単
弁
八
弁
同
士
と
い
う
こ
と
で
、
あ
え
て
越
中
国
分
寺
の
軒
丸
瓦
の
文
様
と
比
較
し
て
み
よ
う
（図
七
1
3
～
5
）
。す
で
に
越
中
国
分
寺
例
の
モ
デ
ル
の
有
力
候
補
を
平
城
宮
六
三
一
四
A
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
複
弁
四
弁
が
単
弁
八
弁
に
、
T
字
形
の
間
弁
が
Y
字
形
に
、
内
区
内
縁
の
珠
文
数
が
一
六
個
か
ら
八
個
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
越
中
国
分
寺
例
は
若
干
の
時
間
を
ぉ
い
て
、
外
縁
の
am
歯
文
を
削
り
落
と
し
て
素
文
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
越
中
国
分
寺
例
の
弁
区
の
弁
が
輪
郭
線
を
失
い
、
Y
字
形
の
間
弁
が
三
角
形
化
し
、
中
房
蓮
子
や
内
縁
外
圏
線
が
省
略
さ
れ
る
と
、
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
に
あ
る
程
度
近
い
文
様
と
な
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
軒
丸
瓦
以
外
に
も
、出
羽
国
と
北
陸
地
方
の
つ
な
が
り
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
秋
田
城
跡
第
七
二
次
調
査
で
見
つ
か
っ
た
漆
紙
文
書
の
中
の
死
亡
帳
に
は
、九
世
紀
中
頃
の
嘉
祥
年
間
に
死
亡
し
た
人
名
が
記
述
さ
れ
て
ぉ
り
、
本
籍
地
を
氏
（ウ
ジ
）
名
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
越
後
国
南
部
の
高
志
を
本
貫
地
と
す
る
高
志
公
、
加
賀
国
江
沼
（八
二
三
年
ま
で
加
賀
国
）
を
本
貫
地
と
す
る
江
沼
臣
で
あ
り
、
北
陸
地
方
か
ら
出
羽
国
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た
者
で
あ
っ
た
（平
川
一
九
九
八
）
。
こ
の
よ
う
に
北
陸
地
方
は
強
制
移
住
に
よ
る
住
民
の
入
植
を
含
め
、
出
羽
国
の
後
方
支
援
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
両
者
は
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（平
川
一
九
八
二
）
。
そ
の
よ
う
な
関
係
を
背
景
に
憶
測
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、越
中
国
分
寺
創
建
に
従
事
し
た
瓦
工
人
が
、
国
分
寺
瓦
工
房
で
の
役
日
を
終
え
た
後
に
、
あ
る
い
は
秋
田
城
へ
招
来
さ
れ
、
瓦
作
り
に
関
与
し
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
ぉ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
15
2
C
群
の
丸
・
平
瓦
に
見
ら
れ
る
斜
格
子
-Il］き日
の
系
譜
ま
ず
、C
群
平
瓦
の
凸
面
に
見
ら
れ
る
、斜
格
子
叩
き
日
と
「秋
田
瓦
」、「秋
」、
「高
水
」
と
い
う
供
給
地
名
を
刻
ん
だ
縦
長
の
叩
き
具
（図
六
1
2
～
7
）
の
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
軒
丸
一n一の研
究
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
下
野
国
分
寺
の
軒
瓦
、
丸
・
平
瓦
凸
面
に
は
、
郡
名
の
一
部
な
ど
の
文
字
を
刻
ん
だ
輪
郭
が
方
形
で
あ
る
ス
タ
ン
プ
風
の
正
格
子
叩
き
（型
押
し
文
字
叩
き
）
が
頻
繁
に
施
さ
れ
て
い
る
（大
橋
一
九
九
七
）
。
こ
れ
は
国
分
寺
創
建
段
階
で
あ
る
七
四
〇
年
代
か
ら
す
で
に
存
在
し
、
九
世
紀
第
4
四
半
期
ま
で
使
わ
れ
て
お
り
、
別
の
叩
き
具
で
瓦
を
叩
き
し
め
た
後
に
、
凸
面
に
生
産
地
の
郡
名
を
明
示
す
る
た
め
の
い
わ
ば
ス
タ
ン
プ
で
あ
る
。
文
字
を
刻
ま
な
い
小
型
の
型
押
し
叩
き
具
に
よ
る
形
骸
化
さ
れ
た
数
回
程
度
の
叩
き
は
、
隣
国
の
上
野
国
分
寺
や
台
之
原
廃
寺
で
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
秋
田
城
の
場
合
は
、
文
字
が
供
給
先
を
示
す
ス
タ
ン
プ
で
あ
る
と
同
時
に
、
叩
き
具
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
叩
き
板
が
長
大
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
平
瓦
凸
面
全
体
を
放
射
状
に
叩
き
し
め
て
い
る
。
秋
田
城
と
下
野
国
分
寺
の
格
子
叩
き
と
の
間
に
は
以
上
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
ほ
か
、
軒
丸
瓦
の
製
作
技
法
も
前
者
が
一被
み
上
げ
技
法
を
と
り
、
後
者
が
折
り
曲
げ
技
法
を
と
る
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
福
島
県
腰
浜
廃
寺
の
平
安
時
代
（九
世
紀
中
頃
）
の
軒
平
瓦
は
、
額
面
に
:
相
型
に
よ
る
文
様
を
施
す
と
い
う
特
徴
を
も
つ
が
、
平
瓦
部
凸
面
に
は
短
め
の
斜
格
子
叩
き
日
が
施
さ
れ
て
い
る
（福
島
市
教
育
委
員
会
一
九
七
九
、
辻
一
九
八
八
）
。
し
か
し
、
そ
こ
に
供
給
先
の
名
称
を
刻
む
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
と
組
む
軒
丸
瓦
は
、
前
述
し
た
二
種
類
の
成
形
台
一
本
造
り
と
は
異
な
る
杵
型
（縦
置
き
型
）
一
本
造
り
（:i
l
:一氏
の
腰
浜
C
技
法
、
鈴
木
久
男
氏
の
瓦
当
面
は
め
込
み
成
形
）
で
成
形
さ
れ
、
瓦
当
裏
面
の
下
縁
に
沿
う
土
手
状
の
高
ま
り
を
残
す
。
文
字
を
刻
ん
だ
長
手
の
叩
き
板
を
使
用
し
た
例
は
、
一
〇
世
紀
頃
に
平
安
宮
で
使
用
さ
れ
た
「警
固
」
な
ど
の
文
字
を
刻
ん
だ
斜
格
子
叩
き
目
で
あ
る
（平
安
博
物
館
編
一
九
七
七
）
。こ
の
叩
き
目
は
平
瓦
の
狭
端
か
ら
広
端
に
ま
で
達
す
る
長
い
も
の
で
、
瓦
の
側
面
に
平
行
に
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
重
複
せ
ず
に
押
し
っ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
福
岡
県
（筑
前
）
産
の
搬
入
品
で
、
し
か
も
桶
巻
作
り
で
製
作
さ
れ
て
ぉ
り
、
分
割
破
面
を
調
整
し
な
い
習
慣
を
も
っ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
で
は
一
枚
作
り
で
凸
面
縄
叩
き
調
整
が
、
通
常
の
平
瓦
の
製
作
技
法
で
あ
る
。
筑
前
産
の
こ
の
種
の
瓦
は
明
ら
か
に
新
羅
の
技
術
を
色
一程
く
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
軒
瓦
の
瓦
当
文
様
で
も
指
摘
で
き
る
し
、
と
く
に
軒
平
瓦
は
新
羅
伝
来
の
包
み
込
み
技
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
城
の
斜
格
子
叩
き
目
を
も
つ
平
瓦
は
一
枚
作
り
で
あ
り
、
叩
き
具
は
瓦
の
側
面
に
対
し
て
斜
め
に
放
射
状
に
当
た
っ
て
い
る
。
秋
田
城
の
C
群
の
平
瓦
と
十
世
紀
の
筑
前
産
の
斜
格
子
叩
き
日
を
も
つ
平
瓦
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
叩
き
具
は
類
似
す
る
が
、
ほ
か
の
技
術
的
特
徴
の
差
が
大
き
す
ぎ
、
直
接
的
な
っ
な
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
ぉ
、
平
安
時
代
の
九
州
と
新
羅
の
軒
丸
瓦
の
製
作
技
法
は
接
合
式
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
凸
面
調
整
に
格
子
叩
き
日
を
施
す
例
は
、
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
上
記
の
諸
例
は
い
ず
れ
も
秋
田
城
C
群
瓦
の
斜
格
子
叩
き
目
と
一
定
の
差
異
が
あ
り
、
そ
の
系
譜
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
上
原
氏
と
鈴
木
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
中
・
後
期
に
畿
内
と
東
国
で
斜
格
子
叩
き
日
を
施
す
瓦
を
生
産
し
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。そ
う
で
あ
れ
ば
、秋
田
城
C
群
の
丸
・
平
瓦
の
年
代
的
位
置
づ
け
の
候
補
と
し
て
あ
げ
た
八
七
八
年
の
元
慶
の
乱
焼
失
後
と
い
う
可
能
性
は
、
こ
こ
に
お
い
て
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
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が
っ
て
、
筆
者
は
C
群
の
丸
・
平
瓦
の
年
代
が
、
A
群
瓦
製
作
終
了
後
の
八
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
B
群
瓦
製
作
以
前
の
九
世
紀
第
1
四
半
期
ま
で
の
期
間
に
絞
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
3
秋
国
城
軒
丸
瓦
II
種
は
C
群
瓦
と
共
伴
す
る
の
か
こ
の
よ
う
に
C
群
瓦
の
年
代
が
基
本
的
に
軒
丸
瓦
II
種
と
一
致
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、両
者
が
共
伴
す
る
可
能
性
を
も
高
め
た
と
い
え
る
。し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
確
定
的
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
越
中
国
分
寺
の
軒
丸
瓦
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
丸
瓦
は
行
基
丸
瓦
が
主
体
で
あ
り
、
平
瓦
は
そ
の
一画
面
の
調
整
が
離
れ
砂
を
撤
く
縦
位
縄
叩
き
日
な
の
で
あ
る
（西
井
ほ
か
一
九
八
七
）
。西
井
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、越
中
国
分
寺
を
含
む
北
陸
地
方
の
格
子
叩
き
調
整
の
年
代
は
、
今
の
と
こ
ろ
白
風
時
代
か
ら
奈
良
時
代
初
頭
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
と
い
う
。
筆
者
は
越
中
国
分
寺
の
軒
丸
瓦
が
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
の
文
様
と
技
法
の
モ
デ
ル
の
候
補
に
な
ら
な
い
か
と
、
希
望
的
憶
測
を
試
み
た
。
こ
れ
を
憶
測
の
域
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
伴
を
考
え
る
丸
・
平
瓦
の
調
整
手
法
が
、
両
方
の
地
で
一
致
し
な
い
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
て
お
こ
う
。
六
ま
と
め
ま
ず
、
最
大
の
成
果
は
、
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
が
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
確
定
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
技
法
の
分
布
上
、
日
本
最
北
端
に
あ
た
る
。
そ
の
製
作
年
代
は
八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
初
古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
-9
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
頭
の
可
能
性
が
高
く
、C
群
瓦
の
製
作
年
代
も
そ
れ
に
ほ
ぼ
近
い
。こ
の
時
期
、
八
〇
四
年
・
に
は
出
羽
国
府
が
秋
田
城
か
ら
移
動
す
る
と
い
う
転
機
が
訪
れ
る
が
（「日
本
後
紀
」 :
平
川
一
九
八
二
）
、
新
技
法
を
習
得
し
た
工
人
を
招
来
し
て
軒
丸
瓦
II
種
を
製
作
し
た
契
機
は
何
で
、
所
用
建
物
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
瓦
は
八
三
〇
年
か
八
五
〇
年
の
大
地
震
に
よ
っ
て
落
下
し
、
大
部
分
は
廃
品
と
し
て
処
理
さ
れ
、
土
坑
な
ど
に
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
見
て
、
将
来
そ
の
よ
う
な
通
構
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
軒
丸
瓦
II
種
が
製
作
さ
れ
た
契
機
や
所
用
建
物
、
C
群
瓦
と
の
共
伴
問
題
も
解
明
さ
れ
よ
う
。
つ
ぎ
に
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
を
含
む
A
～
C
三
群
の
瓦
間
の
相
違
は
、
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。
筆
者
は
単
な
る
時
間
上
の
変
化
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
系
譜
を
異
に
す
る
工
人
集
団
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
B
群
瓦
に
共
通
す
る
高
温
焼
成
を
示
す
硬
質
な
こ
と
、
軒
丸
瓦
I
種
が
接
合
式
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
瓦
当
面
・
裏
面
・
側
面
を
總
叩
き
調
整
す
る
こ
と
、丸
瓦
II
a
が
紐
巻
作
り
で
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
軒
丸
瓦
II
種
お
よ
び
C
群
瓦
と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
秋
田
城
B
群
瓦
の
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
む
し
ろ
陸
奥
国
多
賀
城
の
第
m
期
や
第
IV
期
の
瓦
群
に
類
似
し
て
い
る
（多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
一
九
八
二
）
。
八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
年
代
を
推
定
し
た
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
と
斜
格
子
叩
き
の
調
整
技
法
は
、
九
世
紀
中
葉
の
秋
田
城
B
群
瓦
に
対
し
、
何
ら
の
影
響
も
残
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
積
み
上
げ
技
法
を
も
っ
た
工
人
と
斜
格
子
叩
き
の
調
整
技
法
を
も
っ
た
工
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瓦
製
作
の
完
了
を
も
っ
て
秋
田
城
の
工
房
を
離
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
秋
田
城
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古
代
出
羽
国
秋
田
城
の
積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
軒
丸
瓦
の
研
究
か
ら
は
造
瓦
技
術
が
途
絶
え
、
B
群
瓦
を
製
作
し
よ
う
と
し
た
九
世
紀
中
葉
に
は
、
秋
田
城
に
瓦
工
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
多
賀
城
の
造
瓦
組
織
か
ら
工
人
を
招
来
し
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
秋
田
城
に
は
須
恵
器
製
作
の
工
人
と
察
は
あ
っ
て
も
、
造
瓦
組
織
が
常
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
瓦
の
需
要
が
あ
る
た
び
に
、
多
資
城
を
含
む
外
部
に
依
頼
し
て
、
瓦
工
人
を
招
来
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
軒
瓦
II
種
な
ど
が
製
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
初
頭
こ
そ
は
、
宝
亀
一
一
年
（七
八
〇
）
の
伊
治
公
:
管
麻
呂
の
乱
で
焼
失
し
た
多
賀
城
の
復
興
に
忙
し
い
多
賀
城
第
m
期
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
秋
田
城
は
多
賀
城
に
瓦
工
人
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
違
方
か
ら
瓦
工
人
を
招
来
し
て
臨
時
に
造
瓦
組
織
を
設
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
視
点
で
、
秋
田
城
B
群
瓦
が
製
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
八
三
〇
年
な
い
し
八
五
〇
年
頃
は
、瓦
生
産
を
含
む
多
賀
城
第
m
l
2
期
の
造
営
が
す
で
に
完
了
し
て
い
た
時
期
な
の
で
、
多
賀
城
か
ら
瓦
工
人
を
招
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
秋
田
城
の
造
瓦
組
織
は
、
各
段
階
の
出
羽
・
陸
奥
両
国
の
状
況
に
応
じ
て
、
陸
奥
国
多
賀
城
系
の
瓦
工
人
と
出
羽
国
・
陸
奥
国
以
外
の
瓦
工
人
と
い
う
異
な
る
系
列
の
工
人
に
よ
っ
て
動
的
に
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
を
、
仮
説
的
に
提
示
し
て
ぉ
く
。
以
上
、
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
を
め
ぐ
っ
て
相
当
大
胆
な
論
を
展
開
し
て
し
ま
っ
た
。
と
く
に
三
群
の
瓦
の
系
譜
に
関
す
る
間
題
を
闇
に
葬
り
た
く
な
い
筆
者
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
可
能
性
を
提
示
し
て
ぉ
い
た
ま
で
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
筆
者
自
身
に
課
題
を
課
し
た
の
で
あ
り
、
今
後
秋
田
城
を
含
む
出
羽
国
と
陸
奥
国
の
瓦
を
、
日
本
的
・
東
ア
ジ
ア
的
な
視
野
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。
な
ぉ
、
秋
田
城
国
府
説
と
非
国
府
説
に
つ
い
て
、
熊
谷
公
男
氏
か
ら
ご
教
示
を
頂
い
た
が
、
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
、
今
回
と
く
に
触
れ
な
か
っ
た
。
山
形
県
酒
田
市
に
あ
る
城
輪
柵
の
瓦
に
つ
い
て
も
研
究
中
で
あ
る
の
で
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
際
に
、
そ
の
間
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
石
巻
文
化
セ
ン
タ
I
で
の
展
示
は
、
前
任
地
で
あ
る
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
一
二
年
間
瓦
の
研
究
に
従
事
し
て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
、
東
北
地
方
の
ほ
と
ん
ど
の
古
代
城
細
・
官
一荷
の
瓦
を
総
覧
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
秋
田
城
軒
丸
瓦
II
種
の
「積
み
上
げ
技
法
成
形
台
一
本
造
り
」
と
出
会
い
、
感
動
で
手
が
零
ぇ
た
。
平
城
宮
の
瓦
工
房
で
誕
生
し
た
こ
の
技
術
が
、
遠
く
秋
田
城
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
妙
な
:
懷
か
し
さ
を
覚
え
た
。
本
研
究
を
ま
と
め
る
た
め
に
そ
の
後
四
ヶ
月
間
各
地
で
資
料
調
査
や
情
報
収
集
を
行
い
、
以
下
の
多
く
の
方
々
に
諸
々
の
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
、
ま
た
便
宜
を
図
つ
て
頂
い
た
。
積
み
上
げ
技
法
発
見
の
契
機
を
作
つ
て
頂
い
た
石
巻
文
化
セ
ン
タ
I
の
阿
波
広
子
氏
。
秋
田
城
の
瓦
に
つ
い
て
ご
教
示
下
さ
っ
た
秋
田
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
小
松
正
夫
氏
、
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
の
日
野
久
氏
、
な
ら
び
に
秋
田
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
伊
藤
武
士
氏
。
平
安
時
代
の
斜
格
子
叩
き
に
っ
い
て
ご
教
示
下
さ
っ
た
福
岡
県
九
州
歴
史
資
料
館
の
栗
原
和
彦
氏
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
（前
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
）
の
狭
川
真
一
氏
。
畿
内
の
成
形
台
一
本
造
り
に
っ
い
て
ご
教
示
下
さ
っ
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
毛
利
光
俊
彦
氏
、
京
都
大
学
の
上
原
真
人
氏
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
の
鈴
木
久
男
氏
。
国
分
寺
な
ど
の
成
形
台
一
本
造
り
に
っ
い
て
ご
教
示
下
さ
っ
た
富
山
県
の
西
井
龍
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